
                第２学年  算数科指導案 

                                 日 時 平成２９年 6月                                

                                 場 所 ２年生教室 

                                  

１，単元名 「１００より 大きい数」 

 

２．教材観 

  児童は１学年で１２０程度までの数を対象に学習してきたが、本単元では数の範囲を１０００まで拡張する。

本時では「何十 + 何十」の加法や、くり下がりのある「百何十 － 何十」の減法の計算方法を、１０を

単位とした数の相対的な見方を生かしながら考えさせていく。 

 

３，児童の実態 

  ６月初めに実施したプレテストの結果は、次のようであった。 

・おはじきの数を「１０のまとまり」を作って数えた・・・・・・・・２２人 

  ・「１０を１０こあつめた数は１００である」と答えた.・・・・・・２５人  （２９人中） 

  この結果から、児童は「１０のまとまり」がいくつあるかという考え方を身に付けている児童が多い。従っ

て、本時の学習に当たっても「１０のまとまり」をもとにして計算のしかたを考えることに抵抗はないと思わ

れる。 

  

４，研究主題と関わって 

〈研究内容２〉習熟を図る時間と機会を確保するための学習展開の工夫 

  ・終末で、確認問題に取り組ませる。その時間を確保するために導入部分で簡潔に見通しがもてるようにす

る。 

  ・前単元での学習の流れを想起しやすいように、掲示物を工夫したり，「学び」タイムを有効に使ったりす

る。 

 

５，関連と発展 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年 ３０より 

大きな数 

・何十と何十の加法 

（和が１００まで）と 

その逆の減法。 

・２位数と１位数の加

法と減法 

（繰り上がり，くり下

がりなし） 

２年 ２けたのたし算 

・繰り上がりのない２位

数までの加法，筆算 

・一の位が繰り上がる加

法の筆算 

２年 ２けたのひき算 

・繰り下がりのない２位

数までの減法，筆算 

・十の位からが繰り下が

る減法の筆算 

２年 １００より大きい数 

・１０００までの数の構成，

数え方，あらわしかた，読

み方 

・数の相対的な大きさ 

・１０００までの数の順序，

系列，大小比較 

・何十と何十の加法とその逆

の減法（本時） 

１年 のこりはいくつ 

    ちがいはいくつ 

・加法・減法の演算決定 



６，本時のねらい  

  くり上がりのある「何十 + 何十」や、くり下がりのある「百何十 － 何十」のような計算は、「１０の 

 いくつ分」かということをもとにすれば、一位数同士の加法や減法と同じように計算できることを理解するこ 

 とができる。【知識・理解】 

７，本時の展開（１０／１５） 

過程       主 な 学 習 活 動 ◇研究との関わり ○評価規準 

導入 

８分 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開 

30分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終末 

７分 

１，問題を読み、学習の方向をつかむ。 

 

 

 

・合わせてだから、たし算だ。 

・式は ８０+５０だ。 くり上がりがありそうだ。 

２，課題を作る。 

 

 

 

３，見通しをもち、各自考える。 

Ａ ⑩⑩⑩⑩⑩⑩⑩⑩ ⑩⑩⑩⑩⑩ 

   ⑩が８こと、５こで ８+５＝１３、 

⑩が１３こぶんだから、こたえは１３０円だ。 

Ｂ ８０ + ５０ 

     ２０  ３０   ８０+２０＝１００ 

             １００+３０＝１３０ 

    こたえは １３０円だ。 

 

Ｃ   ８０   ・０をかくせば、８+５と同じように考える 

   + ５０    ことができる。 

    １３０        こたえは １３０円だ。 

 

４，全体交流をする。 

・ＡとＣの似ているところは、どこだろう。 

 どちらも、⑩のいくつ分かをもとにして考えている。 

 

５，りんご問題に取り組む。 

  １５０－８０＝７０ 

 

 

 

６，Ｐ６４練習問題１に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇研究内容３ 

・筆算をいきなりやろうとする児童に

は、その答えが正しいかどうかを確

認するためにも、他の方法はないか

促す。 

・ＡとＣの考え方の似ている点では C 

の「０をかくす」という意味を考え

させる。 

 

・「１０のいくつ分」という言葉を意

識できるように 板書に位置づけ

る。 

 

◇研究内容２ 

・加法でできたことが、減法でもでき

るのかを確認させる。 

 

◇研究内容２ 

・早くできた児童は、レッツトライに

も取り組ませる。 

 

 

 

 

 

８０円の牛にゅうと ５０円の おかしを買います。合わ

せて 何円でしょう。 

くり上がりのある 何十+何十のけいさんのしかたを 

                   かんがえよう 

１０のいくつ分と かんがえれば できる。 
くり上がりのある「何十+何十」

や、くり下がりのある「百何十－

何十」のような計算は、１０のい

くつ分かをもとにして考えればよ

いことを理解している。 

   【知識・理解】 



 


